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修士論文 2017年度（平成 29年度）

外国人職業ドライバーを育成するための

カンボジアでの交通安全ワークショップの実践

カテゴリー：アクションリサーチ

論文要旨

昨今の日本の物流需要変化に伴うトラックドライバー不足の緩和策の一つとし

て、海外に労働力を求める際に必要なドライバー育成について、カンボジア王国

を対象として研究した。

現地で交通の実情を調査した結果、とりわけ交通安全に対する意識が日本とは

大きくかけ離れていることが分かったため、ドライバー育成の第一歩として交通

安全に対する意識変革のための教育手法を研究しワークショップをデザインした。

最適なワークショップデザインとするために、カンボジアで 8回にわたり道路交

通の諸問題について話し合うワークショップを開催した。対象は、現役職業ドラ

イバー、および、日本で働くことに関心の高い日本語を学習中の学生とした。結

果、今回デザインしたワークショップを実施することによって、参加者に交通事

故に対する認識を持たせることができ、交通事故は未然に防ぐことができるもの

であり交通安全対策が重要であることを認識させられることが分かった。

本研究により、ドライバーの人材育成カリキュラム作成に向けた大きな情報を

得ることができた。この成果は、今後の育成カリキュラム作成と実際の人材育成

を行う際に活用することができる。
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Abstract of Master’s Thesis of Academic Year 2017

Practice of Road Safety Workshop in Cambodia

to Develop Foreign Truck Drivers

Category: Action Research

Summary

In these days, shortage of professional truck driver is a big issue in Japan. One

of the solutions of this issue is to hire foreigners, however there are various things

which have to be solved. In this paper, the author researched the way to develop

people as drivers for Japan in the Kingdom of Cambodia.

At first the author investigated the fact of the road traffic of Cambodia. As

a result, it was revealed that the awareness for the road safety was greatly far

apart from Japan. Therefore the author studied the effective education technique

to let them get awareness about the road traffic safety and designed a Workshop

specialized for the purpose.

The author held eight (8) workshops to discuss about problems of the road traffic

targeting at actual professional drivers and Japanese learners who are concerned

with working in Japan in Cambodia. As a result, the designed workshop could

provide participants the recognition for the risks of traffic accidents, and also

the awareness that it is possible to prevent the traffic accidents and road safety

measures are important.

Keywords:

Cambodia, Road Safety, Workshop, Foreign Worker, Human Resources

Keio University Graduate School of Media Design

Shimpei Hirata
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第1章

序 論

1.1. 研究の背景

近年日本ではネット通販の普及により宅配荷物の輸送量が増加している。それ

に伴い、荷物運搬の中心となっているトラックドライバー不足が社会問題となっ

ている。政府や業界では若年層や女性の雇用増を目指したキャンペーンを行って

いるが期待したようには増えておらず、ドライバーの高齢化が進み長時間労働が

常態化している。

この問題を解決するための新たな手段の一つとして外国人ドライバーの活用が

考えられる。しかし、実際に日本で外国人が職業ドライバーとして働くためには

就労ビザをはじめとした多くの課題を解決しなければならない。

本研究ではそれらの課題の中から人材の育成を取り上げる。外国人を日本の職

業ドライバーとして育成する場合、運転技能・知識、運送業に必要な技能・知識、

日本語（会話、読み書き）など訓練すべき内容は多岐にわたるが、それらの中か

らここでは「交通安全」に焦点を当てる。外国人が少なくとも日本人と同等レベ

ルの交通安全意識を持つことが日本でドライバーとして働くために必要な基礎的

な要件となるからである。
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序 論 1.2 研究の目的

1.2. 研究の目的

本研究は、有限会社阜壮運輸1の協力の下に進められた。阜壮運輸は大田区に拠

点を持ち主にトラック運送業を営んでいる車両約 10台を保有する会社で、運転

手の人材確保が大きな課題の一つとなっている。阜壮運輸の田中盛彦社長は、人

材を確保し安定的な事業運営を行うために海外からの労働力導入推進活動を行っ

ている。本研究の目的は、海外からの労働力導入のために発展途上国において日

本向けの人材育成をする場合の、効果的な交通安全教育手法の提案を行うもので

ある。

1.3. 研究フィールド

人材供給元候補の一つとしてカンボジアを選定した。カンボジアの人口構成は

きれいなピラミッドとなっており若い人材は豊富である。所得水準は非常に低く、

少しの貯金や仕送りが大きな効果を生むため日本で働くことに対するモチベーショ

ンは高いと考えられる。また、カンボジアでは日本語の教育が盛んで、現地で日

本語を学習する環境は整っている。一方で、交通ルールやマナーを尊重すべきで

あるという意識は低く、ルール無視に起因する交通事故、死亡、負傷は多い。

本研究の対象は、カンボジアの職業ドライバーと日本語を学ぶ学生とした。対

象地域として、首都プノンペンとアンコール遺跡観光の中心である地方都市シェ

ムリアップの 2地域を選び、複数回のワークショップを開催した。

1 有限会社阜壮運輸：東京都大田区大森西 1丁目 14番 17号、代表取締役 田中盛彦
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第2章

文 献 調 査

2.1. 日本の物流の現状

昨今の日本の物流は、国土交通省報告書 [1]によれば国内の輸送量自体は減少傾

向にあるものの、宅配が著しい増加を見せる1など、その構造に顕著な変化が見ら

れる。そのような構造変化の中で、トラックドライバーの人材不足が物流業界に

おける大きな課題の一つとなっている。国土交通省と厚生労働省でまとめた報告

書 [2]では、(1)運送原価を無視した受注、(2)長い手待ち時間 が人材不足をもた

らしている要因として挙げられている。現在トラックドライバーの労働環境は非

常に厳しく、低賃金での長時間労働という環境下で若年層の就労が進まず、高齢

化が進んでいる。[3] このような状況に対して、国土交通省は全日本トラック協会

とともに、トラック運送業の人材採用に向けた提案 [4]を行っている。 この中で

は、いかに若手を確保するか、また、現状では極端に少なく逆に言えば潜在的な

就業可能性の高い女性ドライバーをいかに確保するか（トラガール促進プロジェ

クト2）、などについて述べられている。このように、行政および道路運送業界は

ドライバー不足緩和に向け若年層ならびに女性の雇用増大を目標に努力している

ものの、実績は伴ってきていない。[5]

1 国土交通省：「平成 28年度宅配便取り扱い実績について」 http://www.mlit.go.jp/report/

press/jidosha04_hh_000136.html (Accessed November 4, 2017)

2 国土交通省：「トラガール促進プロジェクト」 http://www.mlit.go.jp/jidosha/tragirl/

(Accessed September 17, 2017)
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2.2. 日本における外国人ドライバーの雇用

外国人ドライバーの雇用については、自動車運転業務が単純労働とされており、

その目的での在留資格が与えられないために困難な状況にある。運転免許につい

ては国籍の制限はなく、外国人も日本人と同じ条件で取得することができる。

2.2.1 技能実習制度

単純労働とされている職種で外国人の雇用が可能となる制度として、技能実習

制度3がある。これは、一定期間日本で働くことでその分野の技能を修得し、その

結果その人が帰国後母国に貢献できるようになる、との考えに基づく。現在 75職

種 135作業が指定されている4。しかし、この中に自動車の運転にかかわるものは

全く入っておらず、技能実習制度を利用したドライバーとしての日本での就労は

現状不可能である。

2.3. 開発途上国の交通安全

2.3.1 交通死傷減への世界的取り組み

交通事故による負傷や死亡を減らすことは世界的な課題ととらえられている。

2015年の 9月 25日から 27日までニューヨーク国連本部において開催された「国

連持続可能な開発サミット」において、150を超える加盟国首脳の参加のもと、そ

の成果文書として、「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための 2030アジェ

ンダ」[6]が採択された。この行動計画の目標が、Sustainable Development Goals

3 厚生労働省： 「現行の技能実習制度の仕組み」 http://www.mhlw.go.jp/file/06-

Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/0000143743_4.pdf (Ac-

cessed September 17, 2017)

4 厚生労働省：「技能実習制度推進事業等運営基本方針」別表 http://www.mhlw.go.jp/file/06-

Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/0000119096_5.pdf (Ac-

cessed September 17, 2017)
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「持続可能な開発目標」 いわゆる SDGs であり、17の目標と 169のターゲットか

ら成っている。

SDGsで交通事故については、目標３「あらゆる年齢のすべての人々の健康的

な生活を確保し、福祉を推進する」のターゲット 3.6に「2020年までに、世界の

道路交通事故による死傷者を半減させる」として掲げられている。さらに、目標

11「都市と人間の居住地を包摂的、安全、レジリエントかつ持続可能にする」の

ターゲット 11.2に「2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子ども、障害

者、および高齢者のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通

の安全性改善により、すべての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続

可能な輸送システムへのアクセスを提供する」として、交通安全関連のターゲッ

トが設定されている。

日本においてはこれらのターゲットは具体的な施策5として、ターゲット 3.6は

「平成 28年３月に中央交通安全対策会議において決定された『第 10次交通安全基

本計画』に基づき、世界一安全な道路交通の実現を図るべく、政府一体となって

各種交通安全対策を推進する」として、また、ターゲット 11.2は「高齢者、障害

者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー法）」に基づき、バリ

アフリー化を推進する」、「都市のコンパクト化と周辺等の交通ネットワーク形成

（「コンパクト・プラス・ネットワーク」）を推進する」と定められている。

2.3.2 開発途上国における交通事故状況

Khanalらは主にインドにおける調査から開発途上国の交通問題は、急速なモー

タリゼーションの発達による旧来の車両と新車両の混在による混乱に加え、交通

ルールを尊重しない市民と強制力の低い行政が大きな要因であると述べている。[7]

また、Statonらは全世界の交通事故による死傷者の 90%が中低所得国におけるも

のであることから、それらの国の交通事故による死傷者減少活動の効果を調査し

5 持続可能な開発目標推進本部：持続可能な開発目標（SDGs）を達成するための具体的施策

(付表）https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai2/siryou2.pdf(Accessed Novem-

ber 19, 2017)
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文 献 調 査 2.4 カンボジアの現状

ている。[8]その中で、速度制限などの法制化とそれの強制力が最も効果があると

述べている。加えて、単に道路を改良すると逆に速度超過による事故が増えるの

で、速度制限手法をうまく組み合わせる必要がある、という興味深い指摘をして

いる。

2.4. カンボジアの現状

2.4.1 人口動態・就業状況

表 2.1にカンボジアの主な統計データ6を示す。日本のほぼ半分の広さの国土に

表 2.1: カンボジアの主な統計データ

Population (2016) 15,827,000

Area (2014) 181,035km2

GDP (2014) US$ 16,778million

GDP per Capita (2014) US$ 1,095

GDP Growth Rate (2014) 7.1%

約 1,600万人が生活している。一人当たり年間GDPはわずか 1,000USドル程度と

非常に低い。しかしその成長率は 7.1%と高い。人口ピラミッド7を図 2.1に示す。

カンボジアはきれいなピラミッド形状をしており、日本と比較して若い労働力が

豊富であることが一目瞭然である。

6 United Nations Country Data http://data.un.org/countryData/Data/Show/KHM (Ac-

cessed September 14, 2017 )

7 PopulationPyramid.net https://www.populationpyramid.net/cambodia/2017/(Accessed

October 20, 2017)
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図 2.1: カンボジアと日本の人口ピラミッド

2.4.2 車両の普及状況と交通事故の状況

図 2.2は 2005年を 100とした場合の人口、登録車両数、交通事故死亡者数の推

移を表している。[9] 10年間で、車両数は 5.5倍に増え、死亡者数は 2.5倍となっ

ている。この間人口は 16%増加している。このようにカンボジアでは車両の増加

（主に 2輪、3輪車両）が著しく、交通事故とそれに伴う死傷者は大きな社会問題

となっており、対策は急務である。

交通死亡事故を原因別に分類し、年ごとの推移を見たものが図 2.3である。[9]

最も多いのは速度超過、そして、飲酒運転、危険な追い越しと続く。この図から

明らかなように死亡事故の 80%以上は運転者の人的エラーによるものである。人

的エラーは基本的には人々の交通安全意識を高めなければ減らすことはできない

ので、対策として交通安全教育をすることが重要である。

2.4.3 運転免許制度

カンボジアの運転免許制度の大きな特徴として、125cc未満のオートバイの運転

に免許が不要という点を挙げることができる。実は、カンボジアでは道路の安全

7
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図 2.2: 人口、登録車両数、交通事故死亡者の推移

を確保するために 2016年から新しい法律を施行することになっていた8。しかし、

その施行前に政府はその内容の一部を変更する方針を明らかにした9。これは、新

しい法律で必要となる 125cc未満のオートバイの運転免許や自動車のシートベル

ト着用を不必要とする変更である。そしてこの方針は議会で承認され法律は修正

された10。運転免許を不要とするのと同時に、免許を取得し易くするために免許

取得費用を減額する決定もしているが、その効果はほとんど期待できないであろ

う。さらに政府は運転免許取得と交通法規を学ぶことは独立しているとは言うが、

8 Khmer Times, Dec 28, 2015 “New Traffic Law To Secure Safety Roads”: http://www.

khmertimeskh.com/news/19221/new-traffic-law-to-secure-safety-roads/ (Accessed

Dec 11, 2017)

9 Khmer Times, Jan 6, 2016 “PM Shifts into Reverse on Traffic Law”: http://www.

khmertimeskh.com/news/19545/pm-shifts-into-reverse-on-traffic-law/ (Accessed

Dec 11, 2017)

10 Khmer Times, Dec 27, 2016 “Assembly Passes Traffic Law Amendments”: http://www.

khmertimeskh.com/news/33610/assembly-passes-traffic-law-amendments/ (Accessed

Dec 11, 2017)
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図 2.3: 交通事故死亡者数の原因別年次推移

交通ルールを知らないまま運転して事故を起こしている、という現状を変える機

会を自ら失ってしまったと言えるだろう。プノンペンポストの記事11には、オー

トバイの台数約 270万台に対して運転免許保有者は約 16万人に過ぎず、ほとんど

が無免許で運転していることが記されている。

2.4.4 JICAの交通計画プロジェクト

JICAがプノンペンおいて大規模な交通計画プロジェクトを展開した。[10]これ

は、2035 年を目標年次とするプノンペン都における総合都市交通計画の策定を行

い、プロジェクトを通じたカンボジア国政府関係者への技術移転を行う目的で、

2012 年 3 月から 2014 年 12 月まで実施されたものである。このプロジェクトは、

インフラ整備を行うことで交通渋滞を緩和するとともに、交通事故の減少や市民

の安全安価な移動手段を確保しようとする活動である。筆者が訪問した 2017年に

11 Phnom Penh Post, Jan 07, 2016 “Licences waived for 125cc motos”: http://www.

phnompenhpost.com/national/licences-waived-125cc-motos (Accessed Dec 11, 2017)
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はすでに市内中心部の交差点に JICA支援の信号機が設置され始めており、その

一部は稼働していた。将来は日本と同様な交通管制システムも導入され渋滞緩和

に貢献をする計画である。路線バスも 2路線がすでに運行されており、最終的に

は 10路線となって、現在オートバイしか移動手段のない市民に安全な移動手段を

提供することを目指している。
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第3章

研 究 方 法

3.1. 研究アプローチ

3.1.1 研究のねらい

本研究は、将来カンボジア人が日本においてトラックドライバーとして就労す

るとなった際に問題となるであろう、道路交通の、特に人間が直接関わっている、

ルール順守やマナーなど日本との違いが非常に大きい部分の認識をいかに高める

かという課題について、将来ドライバー教育を行う際に有効となる方法論を探る

ものである。

3.1.2 アプローチ選択

カンボジアの人々の交通安全に対する認識を高めるための方法として、本研究

ではワークショップ形式のセミナーを採用した。これは、そもそも交通安全とい

う概念がほとんどない人々に対して、一方的な講義や、アプリケーションのよう

なツール利用による教育ではその概念を理解させることは容易ではなく、自ら考

えグループで議論するというワークショップを開催することで、交通安全の重要

性を身近に感じ認識させることができるはずであるとの判断による。

3.1.3 研究プロセス

まずカンボジアの道路交通状況や教育環境などを調べ、その結果を基に教育手

法を検討した。ワークショップは導入として交通安全の重要性とカンボジアの道

11
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路交通事故の現状の講義を行い、続いて、参加者の個人ワークとグループワーク

を通じて参加者の身近に起きた事故事例を分析させることで参加者の交通安全に

対する意識の変化を観察することとした。ワークショップ終了後全員を対象にア

ンケート調査を行った。各回ごとに結果を評価し、内容を修正してワークショッ

プを繰り返した。

3.2. 研究方法

3.2.1 開催地・教材

近代化の進みつつある首都プノンペンと、地方観光都市であるシェムリアップ

の二か所でワークショップを開催した。ワークショップは参加者が言語能力で限定

されないようにクメール語（カンボジア語）で行うこととした。筆者はクメール

語ができないので、文書は翻訳を介して、また、ワークショップは通訳を交えて

実施した。

ワークショップは 2017年 8月と 11月の 2シリーズに分けて全 8回開催した。シ

リーズ 1では、プノンペンで 2回、シェムリアップで 1回、計 3回開催した。シ

リーズ２では、プノンペンで 2回、シェムリアップで 3回、計 5回開催した。

教材としてスライドを作成し用いた。スライドは参加者に合わせてモディファ

イしながら利用した。その一例を付録Aに示した。また、JICAがクメール語で

作成したプノンペンの交通問題啓蒙ビデオ1（図 3.1）を利用し、参加者の休憩後

の集中力向上と、具体的にプノンペンの交通状況を理解できるようにした。

3.2.2 ワークショップ内容

本研究の推進に当たり、筆者は、有限会社阜壮運輸の田中盛彦氏と共同でワー

クショップの準備ならびに運営を行った。両者の分担の概略を表 3.1に示す。筆者

1 Traffic Problem with Watty & Indy(without Question and Answer) https://www.youtube.

com/watch?v=8gGWml6CanU (Accessed December 15, 2017)

12



研 究 方 法 3.2 研究方法

図 3.1: JICAのクメール語交通安全ビデオ（オープニング画面）

は主としてワークショップの内容と教材を担当し、阜壮運輸がカンボジアにおける

参加者募集や会場の手配を担当した。ワークショップ内容は図 3.2のように決め、

表 3.1: ワークショップ 主な分担

項目 筆者 阜壮

ワークショップ内容検討 〇 －

実施スケジュール検討 〇 〇

会場手配 〇 〇

参加者募集 － 〇

翻訳者・通訳手配 － 〇

教材作成 〇 －

設備準備 － 〇

ノベルティー等準備 － 〇

ファシリテーション 〇 〇

準備を進めた。また、カンボジアでのワークショップの実施は、現地の方々の協

力を得ながら進めた。

3.2.3 参加者

参加者は、最終的な目的がトラックドライバー育成であるので、当初職業ドラ

イバーを対象としていたが、第 4章で後述するように職業ドライバーは容易には

13
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2017/12/13

1

(1) Introduction (5分)
(2) カンボジアの交通の現状と交通安全の重要性についてのプレゼン (20分)
(3) WS1: ・各自過去の経験で危ないと思ったことを5つ程度挙げる (10分)

・チームで共有し、重大だと思われる2~3個に絞る (15分)
・チームごとに結果を発表する (10分)

(4) 休憩 (10分)
(5) JICAビデオ視聴 (10分)
(6) WS2: ・選んだ項目を避けるための方策についてチームで議論する (20分)

・各自で自分が取り組む目標を一つ立てる (10分)
・チームの議論の結果と個々人の目標について発表する (30分)

(7) まとめとアンケート記入 (10分)

図 3.2: 当初のワークショッププラン

参加者として集められないことが分かったため、3回目のワークショップ以降は、

日本に興味を持ち、実際に日本語を学んでいる学生を主な参加者として実施した。

結果的にはこの方向性の方が人材育成という面からは適していた。

3.2.4 データ収集・分析

ワークショップの様子は、写真とビデオに収めた。ワークショップ実施後には参

加者全員にアンケートに回答してもらった。回答済みのアンケートの例を付録B

に、アンケート回答の一覧を付録Cに掲載した。一部会場では同席していただい

た教師に、実施後インタビューを行った。

14



第4章

実 践

4.1. 第一回訪問：現地の実情調査

実際の教育を始める前に教育内容を検討するための情報収集を目的として 2017

年 6月 17日から 21日までカンボジアの首都プノンペンを訪問し、道路交通の実

態の観察、教育機関の訪問、JICAとの面談、技能実習制度関係者との面談などを

行った。

4.1.1 道路交通

プノンペンの道路交通は一言で言えばカオス状態である。車線や歩道といった

概念はあまり重視されず、走れるところはどこでも自分の道という意識で運転し

ているように見られた。プノンペンでは JICAの支援もあり信号機が設置された

交差点が増えている。最終的には日本と同様な中央制御による交通管制システム

が実現する予定であるが、まだ一部の信号機しか稼働していない。（図 4.1）

信号はある程度守られているが、全く無視する車両も少なくない。無視してい

るというよりも参考情報としてしか認識していないドライバーが多くいるように

感じた。カンボジアの車両は右側通行であるが、逆走は日常的に行われている。

歩道など車道以外の部分を走行することも普通に見られる。交差点のガソリンス

タンドなどは右折用の便利な通路として利用されている。駐車についても、歩道

上への駐車や二重三重駐車なども多く見られる。ノーヘルメットでオートバイに

乗る人も非常に多く、ヘルメット着用キャンペーン（図 4.2）なども行われている

があまり効果が上がっているようには感じられない。
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図 4.1: JICA支援のプノンペン市内の未稼働の新しい信号機

日本の信号機そのもの、監視カメラも設置されている

人や荷物の過積載や荷台への乗車も当たり前である。これは代替手段の欠如に

よるところも大きく、インフラ整備ができていない現状では致し方ない面もある。

バスや電車といった公共交通機関がほぼ存在せず、自家で保有するオートバイで

家族全員が移動することは実態としては避けられない。また、運送業も存在しな

いのでたとえ過積載だろうが自力で荷物を運ぶ必要もあるのが実情である。

また、道路を勝手に「道」以外の用途に利用することも多い。習慣として結婚

式や葬儀を道路を占拠してテントを張り執り行っているし、家屋の建築などの際

には道路でセメントを捏ねていたりといったことが普通に行われている。これら

は当然交通渋滞を招くし危険でもある。歩道は歩行者のものという概念はなく、

商店が物を置いたり屋台が占拠していたりという状態で、しかもオートバイがし

ばしば前後から通行してくるので、歩行者は歩道といえども全く安心して歩くこ

とはできない。

このように、交通ルールやマナーといったものはあまり意識されていないよう

ではあるが、ここで暮す人々の間には阿吽の呼吸があり、明文化されたルール以

上の独特な秩序が存在しているものと思われる。人もオートバイも車も犬までも
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実 践 4.1 第一回訪問：現地の実情調査

図 4.2: ヘルメット着用キャンペーン

が実に上手につじつまを合わせながら通行していく。しばらく滞在しているとこ

れはこれでもいいのではないかとも思ってしまうのだが、非常に危険な状態であ

ることは間違いない。極めてハイコンテキストな状態であり、外国人旅行者が安

全に道路を通行することを困難にしている。日本でも歩行者が赤信号で交差点を

渡ったり、自転車が道路の右側を走行するなど交通ルールを守らない、あるいは

知らない場合が少なくないが、カンボジアではオートバイや自動車までが交通法

規ではなく自分たちなりのルールで通行してしまうために、道路は統制の取れた

状態ではなくなっている。このままでは渋滞や交通事故を減らすのは困難であろ

うと推測される。

4.1.2 教育環境

カンボジアの運転免許取得は日本と比べればかなり容易である。プノンペンの

街中には「教習所」が数多く存在しているが、そこには技能教習を行うコースは

おろか教室などもなく、図 4.3のように受付があるだけである。訪れた教習所で

は、US$150で、一日一時間の路上運転教習を十日間行うとのことであった。学科

はテキストやアプリで自習し試験場でテストを受けるのみである。安全運転の心

構えやマナーなどについて教えてはいないので人々には学ぶ機会がない。オート

バイは現在は 125cc未満は免許不要なので誰でも乗ることができ、ルールをまる

で知らずに運転している人々が多い。自動車や 125cc以上のオートバイは運転免
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実 践 4.1 第一回訪問：現地の実情調査

許が必要だが実際には無免許運転は珍しいものではなく、やはりルールを知らな

い人は多い。

図 4.3: 街中の自動車学校

日本語の学習機会は多い。例えば王立プノンペン大学の外国語学部にも日本語

学科（図 4.4）があり、学生数は英語に次いで多いという。多くの日本語学校が存

在しており、たくさんの学生が日本語を学んでいる。日本語を学ぶ学生は、カン

ボジアで日系企業に就職したり旅行ガイド等として働く、あるいは日本で働くと

いったことを期待している。

4.1.3 進め方の検討

カンボジアの道路交通の現状を踏まえ、まず個人レベルでも実践できる「交通安

全」という考え方が存在することを理解させる必要性を感じたので、ワークショッ

プの内容は、導入として交通事故の実態とその発生による不利益などについての

講義を行い、引き続き参加者自身の身近な事例を使って、交通事故とは何か、な

ぜ起きるのか、防ぐにはどうするのかなどのグループ討議をし、交通安全という

ものを理解させる方式を取ることとして準備を進めた。
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実 践 4.2 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ 1

図 4.4: Department of Japanese, Royal Unversity of Phnom Penh

4.2. 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ1

2017年 8月 22日から 29日までカンボジアを訪問し、首都プノンペンと観光都

市シェムリアップで ワークショップ・シリーズ１を実施した。シリーズ１では 3

回のワークショップ開催で 25名の参加者があった。

4.2.1 ワークショップ1-1

表 4.1にワークショップ 1-1の概要を示す。計画した最初のワークショップは残

念ながら結果的に参加者が誰も会場に現れなかったために成立しなかった。

表 4.1: ワークショップ 1-1 概要

日時 2017年 8月 24日 午後 1時

会場 カンボジア工科大学（プノンペン）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 Hoy Chhay（KAIGO日本語学院）

参加者 タクシー運転手 20名（開催前予定）

内容 ワークショップ不成立
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実 践 4.2 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ 1

結果の分析と対策

なぜこのように「誰も来ない」という結果になってしまったのかについては、次

節で述べるように重要な関係者との連絡が途絶えてしまったために明確な原因は

わからない。しかし、その後の活動に役立ついくつかの貴重な教訓を得ることが

できた。

今回の参加者についてはシンガポール在住の日本人を介して、プノンペンのタ

クシー会社社長と間接的なやり取りをしていた。タクシー会社社長は自社の運転

手の教育に前向きで、20名のドライバーをぜひ参加させたいとのことであった。

また、事前に筆者らと面談し講習内容や今後のことについても話し合いを持ちた

いということであったので開催前日約束の面談場所で待機していたが、結局現れ

ずなぜか以後音信普通となった。連絡先を入手し直接電話を掛けたが応答はなかっ

た。その後、一度だけショートメッセージに反応があった。このような状況下で

不安をかかえながらもカンボジア工科大学に協力をいただき会場準備を整え開催

を試みたが、結局参加者は 2時間以上待っても現れず不成立に終わった。その後

もタクシー会社社長とは連絡が取れないので一体何が起きたのか本当のところは

はわからない。

現地で関係者と議論して理解したことは、まず第一に、カンボジアでは自分で

お金を払ってセミナーに参加するという考えがあまりなく、ましてや稼働時間と

収入が密接にリンクしていると考えているタクシードライバーには無料であって

も参加に対するモチベーションがないので簡単には参加してもらえないというこ

と。次に、アレンジは旧知の、あるいは信頼のおける、現地の人間を介して行わ

ないと今回のようなことが起きた時に全く対処ができなくなってしまうというこ

と。これらより、以後の活動ではこの二点について十分に留意して進めることと

した。

4.2.2 ワークショップ1-2

表 4.2にワークショップ 1-2の概要を示す。
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実 践 4.2 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ 1

表 4.2: ワークショップ 1-2 概要

日時 2017年 8月 28日 午後 1時 40分～3時 30分

会場 Candy Angkor（シェムリアップ）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 Muon Vichet（Candy Angkor 従業員）

参加者 観光バス運転手 10名、Tuk-tuk 運転手 5名

内容 講義、ワークショップ

開催場所のCandy Angkor1 は日本人の経営する日本人観光客向けの土産物店で

ある。その店の一角をお借りして、観光バスとTuk-tukのドライバーに集まって

もらいワークショップを行った。全員男性で、15歳から 54歳までと幅広い年齢層

の参加者であった。ワークショップ会場の様子を図 4.5に示す。

図 4.5: ワークショップ 1-2の様子

開始時刻を午後 1時と設定して参加者を集めていただいたのだが、集まりは悪

く、講習を始められたのは予定時刻を 40分すぎた午後 1時 40分となった。これ

は、一般的にカンボジアでは 11時から 2時までが昼休みとなっていることがひと

つの大きな理由であると考えられる。昼休み時間を考慮しなかった主催者側のミ

スである言える。

1 Candy Angkor: http://knunited.com/candyangkor/index.html (Accessed Nov. 27,

2017)
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実 践 4.2 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ 1

主催者側は初の試みで不慣れであり、参加者も講習に馴染みのないドライバー

として働いている方々であったため、ワークショップはややぎこちないものとなっ

た。通訳は会場をお借りした土産物店で働く英語と日本語を話すカンボジア人店

員のVichet氏にお願いした。しかし、事前の打ち合わせが不十分で、特に交通安

全に関連する英語の語彙の翻訳に手間取りスムーズには進まなかった。ファシリ

テーターが話すことのできない国の言葉でワークショップを行う場合の通訳の役

割は極めて重要であることがわかった。ここではファシリテーターは英語を使い、

クメール語に通訳するという形式で進めたが、お互いに母国語ではない英語を介

したやり取りで、しかも交通事情が先進諸国と大きく異なるために英語に対応す

るクメール語の単語がないなど参加者との意思疎通が取りにくく、うまくこちら

の言いたいことが参加者に伝わっていない印象を受けた。通訳とは事前にしっか

りと打ち合わせをし、正確に内容を理解してもらっておく必要があることを痛感

した。

グループワークの結論としてはどのグループも「事故が起きるのはスピードや

飲酒のルールを守らないからである」との意見が大勢を占めた。ファシリテーショ

ンにも問題があったと考えられるが、交通安全を第三者的に見て、ほとんど自分

のこととは捉えない結果になってしまった。残念ながらこの回では、参加者が交

通安全の重要性を理解し自ら率先して交通安全に取り組む意識を持たせる、とい

う流れを作ることができなかった。ファシリテーターはもっと参加者に寄り添っ

て議論をプロモートしなければ効果的なワークショップとすることができないと

いう経験は次回への反省事項となった。

アンケートのまとめを表 4.9に示すとともに付録 C.1に添付した。アンケート

は、全員がワークショップの価値を認め、再度参加したい、あるいは、友人にも

参加を勧めたいとの結果になった。日本でドライバーとして働きたいかとの項目

は、「是非」「もう少し知りたい」「わからない」がほぼ同数となった。すでにドラ

イバーとして働いている比較的年齢の高い参加者が多く、あえて日本に行って働

きたいという気持ちにはすぐにはならないものと考える。

後日人づてにではあるが、参加者数名からアンケート結果とは異なって「こん

なことやっても意味がない」といった発言があったという情報を得た。たった一
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実 践 4.2 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ 1

度のワークショップで、交通安全という彼らにとって新しい概念を持たせること

は当然ながら容易ではないと思う。彼らに交通安全に対するモチベーションを持

たせるためにはさらなる工夫が必要である。

4.2.3 ワークショップ1-3

表 4.3にワークショップ 1-3の概要を示す。

表 4.3: ワークショップ 1-3 概要

日時 2017年 8月 29日 午後 2～5時 15分

会場 KAIGO日本語学院（KJA）（プノンペン）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 Hoy Chhay（KAIGO日本語学院）

参加者 KAIGO日本語学院 学生 10名

内容 講義、ワークショップ

開催場所のKJA2 は日本の介護需要に応えるための人材育成を行っている学校

で、参加者はそこに通う学生で、女性 5名、男性 5名である。ワークショップ会場

の様子を図 4.6に示す。

前回の反省から、開始時刻は午後 2時と設定した。今回通訳をお願いしたのはカ

ンボジア人のKJAの副学院長のChhay氏で、過去に日本に長く住んだ経験があり

日本語が堪能で日本での運転経験もある方なので、ファシリテーターは英語を使

用せずに日本語でワークショップを進めることができ、進行はスムーズであった。

参加者は学生なので授業を受けるという行為には慣れており、熱心に講義を聞

き、ワークショップ内容の理解度も高くグループワークは順調に進んだ。不注意や

整備不良車などによる事故事例が挙げられ、原因と事故を起こさないための方法

について全体で議論をした。「交通安全」ということについて考えるということ自

体これまで特に機会はなかったが、議論を通じてその重要性を理解してくれ、ア

2 学校法人 KAIGO日本語学院: http://kaigojapanese.com/ (Accessed Nov.27, 2017)
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実 践 4.2 第二回訪問：ワークショップ・シリーズ 1

図 4.6: ワークショップ 1-3の様子

ンケート結果（表 4.9、付録C.2参照）は、全員が「価値あり」「再度参加したい」

となった。また一人を除いて「友人に勧めたい」と回答しており、交通安全の意

識を広めることの重要性を理解してくれたものと考えられる。日本で運転手とし

て働きたいか、という設問については回答が分かれた。介護分野の人材育成機関

なので、日本に興味を持つ学生たちとは言え、運転手ということに疑問符が付く

ことは理解できる。

通訳をお願いしたのがKJAの先生であったこともあり、ファシリテーターが話

した内容以上に参加者が理解し易いようにその背景なども含め丁寧に通訳してく

れた。ありがたい反面、参加者に自分で考えさせて答えを導き出したいという主

催者側のワークショップ実施の意図に対して、先に答えまで言ってしまう場合も

あり新たな課題となった。

グループワークで出されたケースの議論を進める上で、ファシリテーターの進

行上のまずさがあり、予定時間を大幅に超過する結果となった。アンケートの回

答では多くの参加者が「長さはちょうどいい」との回答を寄せてくれてはいたが、

予定の時間を守ることは重要な要素であり今後の進め方には課題を残した。

4.2.4 シリーズ１まとめ

交通安全ワークショップというカンボジアでの新しい試みに対して、参加者らは

熱心に取り組んでくれ継続することで成果が期待できると感じられる結果となっ
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実 践 4.3 第三回訪問：ワークショップ・シリーズ 2

た。アンケート結果（表 4.9）を見ると、ワークショップは、全員が価値があり再

度参加したいとの評価で、9割が友人に参加を勧めたいと交通安全の普及に前向

きとなっていることがわある。一方で、主催者側に、ファシリテーション技術、

講義内容、使用言語と通訳の選定、時間設定などの改善を要する課題があること

も分かった。また、そもそも交通安全教育がなされていない状況で、交通安全講

習に参加するという参加者のモチベーションを確保するための方策を考えること

も課題となった。これらの課題については次回のワークショップに向けて改善を

図った。

なお、このワークショップの様子は後日業界紙で報道された。人手不足問題に

対する物流業界の関心の高さがうかがえる。（付録 E参照）

4.3. 第三回訪問：ワークショップ・シリーズ2

シリーズ 1のワークショップの結果を踏まえて、2017年 11月 13日から 24日ま

でカンボジアを訪問し、プノンペンとシェムリアップでワークショップ・シリー

ズ２を実施した。シリーズ 2では 5回のワークショップで 106名の参加者を得た。

シリーズ 1において現役職業ドライバーの参加を仰ぐことは容易ではないこと

がわかり、また、当初は現地で車両の運転を職業としている人が日本でのドライ

バーの候補だと単純に考えていたが、それにこだわる必要性はなく、むしろ将来

日本で働くことに興味を持つ学生の方が人材としてのポテンシャルは高いと判断

し、そのような学生を中心にワークショップを実施した。

ワークショップに先立つ講義も基本的にはシリーズ 1を踏襲しながら、より理

解度が高まるように内容を改定し実施した。ワークショップは図 4.7のようなスケ

ジュールとし、さらにシリーズ 1で英語表示のみであったスライドは、日本語を

学習中の学生を主な対象としたため、日本語メインに変更し英語を併用とすると

ともに日本語の漢字にはすべてルビを振った。ワークショップ内容は実施ごとに

少しずつ改定を進めた。

シリーズ 2では、日本に行く可能性の高い学生が多く参加することになったた

め、講習の最後にカンボジアとは異なる日本の道路交通事情について、主に歩行
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実 践 4.3 第三回訪問：ワークショップ・シリーズ 2

2017/12/13

1

(1) Introduction (5分)
(2) カンボジアの交通の現状と交通安全の重要性についてのプレゼン (20分)
(3) WS1: ・各自過去の経験で危ないと思ったことを5つ程度挙げる (10分)

・チームで共有し、重大だと思われる1~2個に絞る (15分)
・チームごとに結果を発表する (10分)

(4) 休憩 (10分)
(5) JICAビデオ視聴 (10分)
(6) WS2: ・選んだ項目を避けるための方策についてチームで議論する (30分)

・クラスで発表し共有する (30分)
(7) まとめとアンケート記入 (10分)

図 4.7: 改訂したワークショッププラン

者の視点から注意すべき点についての情報提供を行った。

使用言語は英語を介した場合の困難さを避けるために、すべての回を「日本語－

クメール語」で行った。通訳者はワークショップが順調に進められるように注意し

て選び、事前に綿密な打ち合わせを持つことで、交通安全関連用語などの必要な

言葉をなるべく理解しやすいクメール語に翻訳してもらえるように配慮した。ま

た、ワークショップの開催時刻も変更し、午前開催を基本とし午後の場合は遅め

に設定した。

参加者のモチベーション高揚のために、車両に貼ることのできるステッカーを

作成し参加者に受講した証明として配布した。（図 4.8、図 4.9参照） ステッカー

配布に際し、付録Dにあるようなワークショップ参加者の署名を記録として残し

た。また、夕食付きのワークショップも行いその効果を見た。

図 4.8: 参加者に配布した受講証ステッカー
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実 践 4.3 第三回訪問：ワークショップ・シリーズ 2

図 4.9: 参加したドライバーと、受講証を貼った Tuk-tuk

4.3.1 ワークショップ2-1

表 4.4にワークショップ 2-1の概要を示す。

表 4.4: ワークショップ 2-1 概要

日時 2017年 11月 14日 午後 3時 15分～5時 40分

会場 Happy Day（プノンペン）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 Hoy Chhay（KAIGO日本語学院）

参加者 学生 7名、ドライバー 3名、在留邦人 2名

内容 講義、ワークショップ （終了後会食）

開催場所は、Happy Day3 というレストランをお借りして、ワークショップ後の

食事付きで開催した。午後 3時開始予定であったが参加者の集まり具合により 15

分ほど遅れた開始となった。参加者は、現地の日系企業に就職予定で近く日本に

半年間の研修に行く予定の学生（女性 5名、男性 2名）と、現役ドライバーおよ

3 Happy Day: https://www.facebook.com/HappyDayCambodia/ (Accessed Dec. 5, 2017)
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び在留邦人（ともに男性）であった。通訳は、以前にも依頼したことのあるKJA

の副学院長であるChhay氏にお願いした。今回の通訳に当たっては前回の反省か

ら、あまり独自の補足をせずなるべく忠実な翻訳となるよう依頼をした。

グループワークは学生 2グループ、ドライバーグループ、在留邦人グループの 4

グループで行った。グループで話し合って最も重要な一つに絞って発表するよう

に指示したのだが、実際には各グループとも出てきた多くの事例をそのまま挙げ

てくれた。この結果は、ファシリテータの伝え方に問題があったものと思う。次回

以降は「一つだけに絞ってください」との念を押すことにした。挙げられたケー

スはルール無視が多く、飲酒運転、スピード違反、標識無視などを各グループと

も挙げていた。

在留邦人から日本人視点での解釈として、日本ではルールが守られているため

に事故は少ないが、カンボジアではルールを守らないために事故が起きていると

の認識が述べられた。ワークショップ関係者以外の第三者からの意見には説得力

があり、参加者は納得していた。

日本の道路交通に関する説明は、特に来年早々に日本に行く学生たちは真剣に

聞いてくれた。特に質問などはなかったが、本項目を入れたことは有益であった

と思う。

アンケート結果（表 4.9、付録C.3参照）はこれまでの回とおおむね同じで、ワー

クショップの長さは適切で、内容に価値あり、再度参加、また、友人にも勧めた

いということであった。日本で運転手をやりたいか、についても、学生の、是非

やりたいという回答に対して、ドライバーはやや慎重な姿勢を見せた。

講習終了後参加者とファシリテーターで一緒に夕食を取った。（図 4.10参照）和

気あいあいと楽しく食事ができ、参加者には歓迎されていると感じた。「夕食付

き」にすることで参加者を募りやすくなることは確かであり、今後の進め方とし

て考慮すべき項目である。

4.3.2 ワークショップ2-2

表 4.5にワークショップ 2-2の概要を示す。
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図 4.10: ワークショップ 2-1後の食事の様子

表 4.5: ワークショップ 2-2 概要

日時 2017年 11月 15日 午前 9時 10分～12時

会場 TAYAMA BUSINESS SCHOOL（プノンペン）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 Hoy Chhay（KAIGO日本語学院）

参加者 TAYAMA 学生 24名

内容 講義、ワークショップ

開催場所はTAYAMA BUSINESS SCHOOL4 で、参加者は当学校の学生で、女

性 7名、男性 17名であった。参加者の日本語能力は高くほとんどの学生が通訳な

しに日本語を理解し、日本語で発言した。会場の様子を図 4.11に示す。今回も通

訳はKJAのChhay氏にお願いした。

今回は 24名の参加者を 6人ずつ 4つのグループに分けてワークショップを行っ

た。参加者の知識レベルと日本語能力が高かったことが大きいと思われるが、そ

れに加え、ファシリテーション技術の向上や同じ通訳者で三度目ということも相

まって、ワークショップは順調に推移した。飲酒運転の事例が多く出されたが、そ

の他にも様々なケースが出され、それらの中から各グループ一つずつ、飲酒運転、

ノーヘルメット、右左折時の不注意、交差点でのオートバイと車の衝突の四つを

ファシリテーター側で選択して、クラス全体でその原因と事故に遭わないための

4 TAYAMA BUSINESS SCHOOL: http://tayamacollege.com/ (Accessed Dec. 5, 2017)
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図 4.11: ワークショップ 2-2の様子

方策についての議論を行った。

参加者は真剣に考え、議論をし、積極的に発言をしてくれたため非常にスムー

ズな進行となった。アンケート（表 4.9、付録C.4参照）を見ると、コメントの中

で「交通ルールがわからない」というものがいくつか見られ、実際に交通ルール

の教育が行われておらずその概念や知識に乏しいことがうかがえる。アンケート

について後日わかったことだが（第 4.3.5節参照）、本研究のすべての会場のアン

ケートでワークショップの長さについて尋ねた項目の選択肢のクメール語の訳が、

筆者は「長すぎる」を意図したつもりが、単に「長い」という意味に受け取れる

そうで、回答の「長すぎる」はそのままの意味に取ることができないことが判明

した。このようなケースを避けるためには、今後は専門家に翻訳を依頼すること

も検討すべきであろうが、時間と費用の面からは好ましくはなく課題である。少

なくとも翻訳は丸投げせず、結果の確認は必須である。

ワークショップの結果、アンケートや参加者の様子から、非常に基礎的なレベ

ルとは言え交通安全というものの考え方を身に着けさせることができたのではな

いかと思う。

4.3.3 ワークショップ2-3

プノンペンからシェムリアップに移動して、ワークショップ 2-3を開催した。概

要を表 4.6に示す。
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表 4.6: ワークショップ 2-3 概要

日時 2017年 11月 18日 午前 8時 50分～11時 50分

会場 KAKEHASHI（シェムリアップ）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 前原豊美

参加者 KAKEHASHI 学生 32名

内容 講義、ワークショップ

開催場所はKAKEHASHI5で、プノンペンに本拠地を置く認定送り出し機関6の

シェムリアップ訓練センター。現在シェムリアップで唯一の認定送り出し機関だ

という。KAKEHASHIでの開催に先立ち、責任者の濱野徹郎氏と面談した。濱野

氏からは、スライドをクメール語にすると良い、交通事故のショッキングな画像

を見せることで集中力を高められる、ドラマやアニメ仕立てにしてはどうか、な

ど今後のワークショップに向けた貴重なご意見をいただいた。

当校では男子と女子を分けて教育しており、今回の参加者は男子学生のみ。予

定を大幅に上回る学生 32名が参加し、会場である教室いっぱいにテーブル付き椅

子がならぶこととなった。会場の様子を図 4.12に示す。

今回の通訳は、シェムリアップ在住の日本人、前原氏にお願いした。前原氏は

通訳としてだけでなく、教師の経験を生かして参加者を活性化する役割などもし

ていただき、ワークショップは順調に進んだ。32名という大人数であったが、会

場の広さの制限と、後半の全体での議論の時間確保のためにグループ数は 5とし

た。結果、6人の 3グループ、7人の 2グループとなり、各グループの人数はやや

多くなった。筆者はこのようなワークの場合 4～5人程度のグループが全員参加で

活性化できるために適していると考えているが、後半のディスカッション時間の

制約もあり 5グループで実施した。

5 KAKEHASHI INTERNATIONAL & BUSINESS: http://pp.kakehashi-edu.jp/index.

html (Accessed Dec. 5, 2017)

6 認定送り出し機関：各国政府が各国の基準に従って、一定の要件を充足し日本に技能実習生を

派遣するにふさわしいと認定した機関
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図 4.12: ワークショップ 2-3の様子

参加者は積極的にワークに取り組んだ。多くの参加者が懸命に辞書を引きなが

ら日本語を使う努力もした。セミナーの前後においても何度も日本語で話しかけ

られ、彼らは日本人の来訪者と日本語で話すことをかなり重要視していると思わ

れる。

今回のワークショップで挙げられた事故のケースは、飲酒運転に関連したもの

がほとんどであった。飲酒の上での信号無視、スピードオーバー、曲がり角での

衝突などで、多くの参加者が実際に死亡事故にも遭遇していることは驚きであっ

た。ここではパーティーの帰りに大きな事故を起こすことはまれではないようだ。

しかもそれを避けるという意識は低い。ワークショップの中で時間をかけて飲酒

運転の怖さについての話し合いをしたことで、参加者は飲酒運転の問題点を理解

し今後どうすべきかを各自考えることにつながったと思う。

今回のワークショップで挙げられたケースを具体的に紹介する。

1. 女性の乗るオートバイが、飲酒運転で信号無視した車と衝突し、女性は足を

怪我しオートバイも壊れた

2. 夜間直線道路で 2人乗りのオートバイと、4人乗りで飲酒、スピードオーバー

のオートバイが衝突、飲酒運転側の 3人が死亡し 1人がけがをした

3. 誕生日に 2人乗りで直進していたオートバイが左折車と衝突、2人とも死ん

だ。そのうち 1人は体が半分に切れた。衝突した車は逃げた

4. パーティー後の飲酒運転のオートバイが車と衝突しオートバイの人が死んだ
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5. 夜間ビールを飲んでオートバイを運転し車を追い越したときに車が左折し

衝突

自分はこれらを避けるためにどうするかの議論で出された意見を紹介する。

1. 友達や家族に電話をかけ迎えに来てもらう

2. 飲酒後は事故に気を付けて運転する

3. 休んで酔いが醒めるまで待って乗る

4. 少しだけ飲むようにする

5. 酔っていない人が送る

6. タクシーで帰る

7. アルコールの入っていない飲み物にする

8. 近くの友達の家かホテルに泊まる

9. ゆっくり運転する

以上のように、「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない」という日本では一般的

になっている意見と、「飲んだら注意して乗る」という意見が挙げられた。本ワー

クショップが、これまで飲酒運転についてあまり意識してこなかった参加者たち

に、飲酒運転の危険性に気づき注意する必要性を理解させる効果があったと考え

られる。

アンケート（表 4.9、付録C.5参照）では、やはりここでも他の回と同様に、こ

れまで交通ルールについて知る機会がなくいい経験になった、もっと知りたいと

の回答が多かった。

4.3.4 ワークショップ2-4

表 4.7にワークショップ 2-4の概要を示す。
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表 4.7: ワークショップ 2-4 概要

日時 2017年 11月 20日 午前 9時 10分～11時 30分

会場 山本日本語学校（シェムリアップ）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 前原豊美

参加者 山本日本語学校 学生 11名

内容 講義、ワークショップ

開催場所は山本日本語学校7で、参加者は当校の学生 11名。山本日本語学校は

シェムリアップで観光ガイドなど現地で日本語で活躍できる人材の育成を主目的

とした教育機関。会場の様子を図 4.13に示す。

図 4.13: ワークショップ 2-4の様子

今回の通訳も、前回同様シェムリアップ在住の日本人、前原氏にお願いした。

今回も前原氏には通訳としてだけでなく、参加者を活性化する役割などもしてい

ただいた。さらに、山本日本語学校の教師 Ii Atsuko氏が、事前に提供したワーク

ショップ計画に基づいて参加者に予習をさせてくれていたために、ワークショップ

はスムーズに進行した。11名の参加者は女性 5名、男性 6名であった。参加者の

日本語能力は中級レベルと高く、漢字の勉強もしている。

ワークショップは 4人、4人、3人の 3グループに分けて行った。教師の Ii氏も

7 山本日本語学校: http://www.angkor-tour.com/jhc/yamamoto/index.html (Accessed Dec

5. 2017)
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最初から最後まで教室にいらして、全体の進行のサポートをしてくださった。今

回も、飲酒運転のオートバイに起因する事故事例が挙げられた。飲酒の上でのス

ピードオーバー、車線守らず、信号無視、ノーヘルメットなどの事例で、シェム

リアップにおいては多くのドライバーが日常的に飲酒運転をしており、それに起

因する事故が多いことがわかる。

アンケート（表 4.9、付録C.6参照）では、「カンボジアの交通事故を減らすため

に、カンボジア人全員に交通ルールや交通事故のことを知ってほしいです。もう

一度このワークショップを行ってほしいです」とのコメントがあり、ワークショッ

プが参加者の交通安全意識を向上させられることがわかる。日本でドライバーと

して働きたいか、との設問には、是非やりたいとの回答が半分程度と他の回に比

べて少なかった。これはこの学校がカンボジアで日本語で活躍できる人材の育成

を目指しているためと考えられる。

終了後、ワークショップに同席してくれた教師の Ii氏に感想をうかがったが、こ

のようなこれまでにない機会を学生たちに与えられたことは良かったと思うので、

また是非お越しいただきたい、とのことであった。

4.3.5 ワークショップ2-5

表 4.8にワークショップ 2-5の概要を示す。

表 4.8: ワークショップ 2-5 概要

日時 2017年 11月 22日 午前 9時～12時

会場 KAKEHASHI（シェムリアップ）

ファシリテーター 平田信平、田中盛彦

通訳 山勢拓弥、Sour Rothakanha

参加者 KAKEHASHI 学生 26名、日本人先生 1名

内容 講義、ワークショップ

開催場所はワークショップ 2-3と同じKAKEHASHI。今回の参加者は当校の女

子学生 26名。教師のKinoshita Mei氏にも学生とともにワークショップに参加い
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ただいた。会場の様子を図 4.14に示す。

図 4.14: ワークショップ 2-5の様子

今回の通訳は、現地在住の山勢氏とカンボジア人で日本語を話す Rothakanha

氏のお二人にお願いした。二人で難しい部分を補完しながら通訳していただき、

ワークショップは順調に進んだ。なお、アンケートの選択肢のクメール語が筆者

が意図したものとは異なっているという指摘は、彼らとの事前打合せの中でなさ

れたものである。

ワークショップは 4グループ構成で行った。今回挙げられた事故事例はすべて

オートバイの事故で、いずれも死亡事故であった。死亡事故がこれほど身近にあ

るという事実には改めて驚かされた。

アンケート結果（表 4.9、付録C.7参照）は非常に高評価であった。「日本でド

ライバーとして働きたいか」については、「是非」と「もう少し知りたい」がほぼ

半数ずつであった。これは参加者が全員女性で、ドライバーになるということに

抵抗があるためだと考えられる。なお、今回のアンケートでは、「ワークショップ

の長さ」の項目について、口頭で選択肢の意味の説明をきちんとしたために、以

前の回で見られたような「長すぎる」という回答はほとんど見られなくなった。

ワークショップに参加いただいた教師のKinoshita氏から、「カンボジアで交通

事故が多いので、生徒も私も交通安全について今一度考える良い機会になりまし

た！私ももっと気を付けなければ...と考えさせられました。わかりやすくてたの

しいワークショップを本当にありがとうございました。」とのコメントをいただ

いた。
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4.3.6 シリーズ2まとめ

シリーズ 2は 5回のワークショップに 106名が参加というかなり大きな規模に

なった。将来の労働力ということで学生を中心に行ったが、非常に前向きな態度

で参加してくれ、各事故ケースについての議論も参加者の積極的な発言により充

実したものとなった。

シリーズ 1で問題のあった通訳は、ファシリテータの使用言語を日本語とし日

本語-クメール語が問題なく翻訳できる人選をし、事前打合せを徹底したことで、

今回は大きな問題とはならなかった。

講義内容は解説的な部分を短くし図表もわかりやすいものに修正し、プログラ

ムはカンボジアの人々の慣習や行動様式に合わせて改善し、ゆったり目の時間配

分とした。ファシリテーション技術の向上とも相まってワークショップの進行は

スムースになり、ほぼ予定の 2時間半で目的を達成できるようになった。

アンケート結果（表 4.9）を見るとシリーズ 1とほぼ同様の傾向を示している。

シリーズ 2では有効な回答のすべてが価値があるとし、ほとんどが友人に参加を

勧めたいとなっている。ワークショップに参加することによる交通安全の普及に

前向きとなっていることがわかる。

表 4.9: アンケート結果集計

WS_1_1 WS_1_2 WS_1_3 シリーズ1計 WS_2_1 WS_2_2 WS_2_3 WS_2_4 WS_2_5 シリーズ2計 合計
0 15 10 25 12 24 32 11 27 106 131

女性 0 0 5 5 5 7 0 5 27 44 49
男性 0 15 5 20 7 17 32 6 0 62 82

アンケート回収数 0 12 10 22 12 24 32 11 27 106 128
年齢 - 15-54 18-31 - 20-44 19-28 18-28 18-24 17-29 - -

価値あり 0 12 10 22 10 24 30 11 24 99 121
価値なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

無回答・不明 0 0 0 0 2 0 2 0 3 7 7
参加したい 0 12 10 22 8 21 30 10 22 91 113

参加したくない 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
内容による 0 0 0 0 0 1 0 1 2 4 4
わからない 0 0 0 0 1 2 1 0 0 4 4

無回答・不明 0 0 0 0 3 0 1 0 2 6 6
勧めたい 0 10 9 19 9 22 32 11 26 100 119

勧めたくない 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 2
わからない 0 1 1 2 0 1 0 0 0 1 3

無回答・不明 0 0 0 0 2 1 0 0 1 4 4
是非働きたい 0 4 4 8 8 17 23 5 11 64 72

もう少し知りたい 0 6 4 10 2 6 7 4 11 30 40
そうは思わない 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

わからない 0 2 2 4 0 0 1 2 0 3 7
無回答・不明 0 0 0 0 2 1 1 0 4 8 8

日本でドライバーと
して働きたいか

友達に勧めたいか

再度参加したいか

ワークショップ全般

参加者数
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実 践 4.3 第三回訪問：ワークショップ・シリーズ 2

受講証として用意したステッカーは好評であった。配布に際しては、「これから

自分は交通安全に気を配り安全運転をする」と約束できる人に自署をしてもらっ

た上で配布することとしたが全員が署名をし受け取った。（付録D参照）

なお、シリーズ 2の活動の様子もシリーズ 1と同様に業界紙「物流ニッポン」に

記事として掲載された。
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第5章

結 論

5.1. 研究成果の要約

日本の物流需要変化に伴うトラックドライバー不足の緩和策として海外に労働

力を求める際に必要なドライバー育成の中心は運転技術や運送業の知識、そして

日本語の教育である。しかし、日本と道路交通状況が大きく異なり、交通安全と

いう概念すらほとんど持たない国の人々を育成対象者とする場合は、それ以前の

問題としてまず交通安全というものについて理解させることが必要である。その

ために交通安全ワークショップが有効なのか、また、効果的なワークショップはど

うあるべきかをカンボジア王国において研究した。

カンボジアの交通の実情を調査し、調査結果に基づいたワークショップを企画

し、現地で 8回のワークショップを開催し、131名の参加者があった。ワークショッ

プは参加者が誰も来ないというハプニングで始まり、その後回を重ねるごとに改

善点を検討し修正を加えながら実施した。

本研究で明らかとなった項目は次のとおりである。

• そもそもカンボジアの人々には「交通安全」というものの認識がない

• そのような土地柄なので、全員参加型のワークショップは、「交通安全」は
重要なものであるという共通認識を持たせるために適している

• 行政を含む他者のせいにしがちな交通事故を、自分のことであるという認識
を持たせるためにもワークショップ形式の講習は適している

• 開催には現地との密接な連携が不可欠であり、現地在住の信頼のおけるコー
ディネーターが必要である
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結 論 5.1 研究成果の要約

• 講習の時間は多くの人が昼休みを取る 11時から 14時は避けて開催すべきで

ある

• ワークショップは余裕を持ったプログラムとし、たっぷりと作業時間を取る
必要がある。

• 言語は英語を介することなく「日本語－クメール語」とするべきであり、通
訳との事前の綿密な打ち合わせが必須である

• 翻訳は丸投げせずに、翻訳された文章が意図したとおりの意味で伝わるかど
うかを確認すべきである

• 参加者の講習へのモチベーション確保のために受講証明を発行することは有
効である

ワークショップデザイン

本研究の成果として、カンボジアのほぼ交通安全の概念を持たない人々を対象

とした交通安全ワークショップがデザインできた。

本研究の成果としてデザインされたワークショッププログラムを図 5.1に示す。

ワークショップは参加者の作業ペースに合わせ、前半では事故ケースの抽出と最

も重要なケースの選択のみとした。そして、休憩でリフレッシュし、クメール語

のビデオで集中力を高めた後、チームごとの発表に続いて全体で各ケースについ

て議論をするという内容とした。全体の時間は 2時間半である。

日本に興味を持ち日本語を学習している学生を対象とするため、講義用のスラ

イドは付録Aに添付したように、日本語で作成して漢字にはルビを振り、英語を

補助的に記載する形式とした。英語ではなくクメール語とすることが望ましいが、

翻訳のターンアラウンドタイムが長く臨機応変な修正ができないという大きな問

題があり、今後の課題である。
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結 論 5.2 本研究の意義

2017/12/13

1

(1) Introduction (5分)
(2) カンボジアの交通の現状と交通安全の重要性についてのプレゼン (20分)
(3) WS1: ・各自過去の経験で危ないと思ったことを5つ程度挙げる (20分)

・チームで共有し、もっとも重大だと思われるケースを選ぶ (25分)
(4) 休憩 (10分)
(5) JICAビデオ視聴 (10分)
(6) WS2: ・チームごとに結果を発表する (10分)

・クラス全体で各々のケースについて、
その原因や避ける方法を話し合う (40分)

(7) まとめとアンケート記入 (10分) 

図 5.1: 最終的にデザインされたワークショッププログラム

5.2. 本研究の意義

カンボジアでワークショップを開催した結果、人々に交通事故に対する認識を

持たせることができ、また、交通事故は未然に防ぐことができるものであり交通

安全対策が重要であることを認識させることができることが分かった。また、開

催時に留意すべき各種項目を明らかにすることができ、効果的なワークショップ

デザインをすることができた。今回の成果は、ドライバー人材育成のための総合

カリキュラム作成に活用することが可能である。

5.3. 今後のやるべき事柄

本研究は、「交通安全」という概念があってそれによって交通事故は防げるもの

である、ということを知らせるレベルのものであり、今後さらに進んだ交通安全

についての講習の実施をしなければならない。一例として、今回のワークショッ

プ受講者には次のステップとして、今回行ったような自分の経験上の交通事故で

はなく、こちら側で準備したケースを題材に、より深くその危険性と回避策など

を考え、理解できるようなワークショップを開催する必要があると考えている。

この活動を多くの人に広めていくためには、行政や運送業界、旅行業界などと

協調して交通安全教育を行っていく必要があり、それを実現する仕組みの構築を

しなければ定着させられない。また、本ワークショップのアプローチをカンボジ
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結 論 5.3 今後のやるべき事柄

アの一般の人々の交通安全意識向上に応用することで、安全な道路の実現に効果

がある可能性があるので検討課題としたい。基本的な教育手法を確立することが

できたので、さらに前に進むために次回以降のカンボジア訪問では現地の行政を

巻き込んだ形でのセミナーを実現したいと考えている。また、今回は試験的に参

加者に受講証ステッカーを配布したが、これをしっかり制度化することで、旅行

者にとって安心な車両の識別ができ、かつ、事故減とともにドライバーの収入増

にもつながるように考えていきたい。

さらに、最終的な目標である日本向けのドライバー育成に向けた、日本でのト

ラックの運転にかかわる各種事項、貨物運送上必要な知識や技能、日本で快適に

生活するために重要な日本の習慣や文化などの理解も含めた総合育成カリキュラ

ムを作成し、実際の人材育成につなげていく予定である。
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付 録

A. ワークショップ 使用教材

ワークショップ・シリーズ 2で教材として使用したスライド

漢字にルビを振った日本語バージョン
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付 録 A ワークショップ 使用教材

スライド例（続き）
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付 録 A ワークショップ 使用教材

スライド例（続き）
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付 録 B ワークショップ参加者アンケート

B. ワークショップ参加者アンケート

参加者の記入済みアンケート例（アンケートは英語の質問をクメール語に翻訳

して作成し、クメール語の回答を日本語に翻訳している）
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付 録 C アンケート回答一覧

C. アンケート回答一覧

C.1 ワークショップ 1-2（8月28日）
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付 録 C アンケート回答一覧
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級

ベ
ト

ナ
ム

語
午

後
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 楽

し
く

て
役

に
立

つ
の

で
も

っ
と

勉
強

し
た

い
で

す

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に
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付 録 C アンケート回答一覧

C.3 ワークショップ 2-1（11月14日）

参
加

者
年

齢
運

転
経

験
英

語
ス

キ
ル

日
本

語
ス

キ
ル

そ
の

他
の

外
国

語
参

加
し

や
す

い
時

間
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
の

長
さ

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

全
般

も
う

一
度

参
加

し
ま

す
か

友
達

に
勧

め
た

い
か

日
本

で
運

転
手

と
し

て
働

く
こ

と
そ

の
他

コ
メ

ン
ト

11
/1

4/
01

26
運

転
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

4/
02

22
2

基
本

基
本

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

4/
03

21
3

基
本

基
本

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

4/
04

25
0

基
本

基
本

午
前

十
分

で
な

い
価

値
あ

り
, ち

ょ
う

ど
よ

い
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に

11
/1

4/
05

30
7

夜
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

/1
4/

06
36

12
夜

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
11

/1
4/

07
44

15
よ

く
わ

か
り

ま
す

我
が

国
と

家
族

に
い

い
と

思
い

ま
す

勧
め

な
い

も
う

少
し

知
り

た
い

11
/1

4/
08

26
7

上
級

基
本

夜
, 夕

方
で

す
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 時

間
ち

ょ
う

ど
い

い
価

値
あ

り
, ち

ょ
う

ど
よ

い
, 新

し
い

知
識

も
ら

え
る

わ
か

ら
な

い
, 参

加
時

間
に

よ
る

勧
め

た
い

, ほ
か

の
人

に
知

る
た

め
に

教
え

ま
す

是
非

に

11
/1

4/
09

20
2

上
級

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

4/
10

36
10

基
本

基
本

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

, も
う

少
し

知
り

た
い
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付 録 C アンケート回答一覧

C.4 ワークショップ 2-2（11月15日）

参
加

者
年

齢
運

転
経

験
英

語
ス

キ
ル

日
本

語
ス

キ
ル

そ
の

他
の

外
国

語
参

加
し

や
す

い
時

間
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
の

長
さ

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

全
般

も
う

一
度

参
加

し
ま

す
か

友
達

に
勧

め
た

い
か

日
本

で
運

転
手

と
し

て
働

く
こ

と
そ

の
他

コ
メ

ン
ト

11
/1

5/
01

21
1

基
本

上
級

夜
十

分
で

な
い

価
値

あ
り

, 交
通

安
全

よ
く

わ
か

り
ま

す
参

加
し

た
い

, 参
加

で
き

る
と

思
い

ま
す

勧
め

た
い

, も
ち

ろ
ん

、
 新

し
い

知
識

を
も

ら
え

ま
す

も
う

少
し

知
り

た
い

, 女
性

な
の

で
ち

ょ
っ

と
難

し
い

で
11

/1
5/

02
20

3
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

/1
5/

03
22

5
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

わ
か

ら
な

い
是

非
に

, も
う

少
し

知
り

た
次

の
セ

ミ
ナ

ー
は

も
っ

と
広

げ
た

い
で

11
/1

5/
04

22
4

上
級

上
級

午
前

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

5/
05

28
10

基
本

上
級

休
み

の
日

十
分

で
な

い
価

値
あ

り
わ

か
ら

な
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

/1
5/

06
22

2
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

11
/1

5/
07

22
7

基
本

午
前

運
転

に
と

っ
て

本
当

に
よ

か
っ

た
で

す
価

値
あ

り
, と

て
も

大
事

、
理

由
は

交
通

事
故

に
遭

わ
な

い
よ

う
に

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

5/
08

21
6

流
暢

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

5/
09

21
5

基
本

午
前

十
分

で
な

い
, も

っ
と

時
間

が
あ

っ
た

ら
よ

く
わ

か
り

や
す

い
で

す
価

値
あ

り
, 日

本
の

交
通

安
全

よ
く

わ
か

り
ま

す
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

こ
の

仕
事

だ
け

じ
ゃ

な
く

も
っ

と
日

本
の

か
ら

い
ろ

い
ろ

な
経

験
を

も
ら

い
た

い
で

す
11

/1
5/

10
23

4
基

本
基

本
午

後
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

, 私
に

と
っ

て
本

当
に

役
に

立
ち

ま
す

。
今

後
も

参
加

し
た

い
で

す

勧
め

た
い

是
非

に

11
/1

5/
11

19
2

基
本

上
級

午
前

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

, 交
通

事
故

が
減

ら
せ

る
の

で
よ

か
っ

た
で

す
参

加
し

た
い

, た
く

さ
ん

知
識

も
ら

え
る

の
で

も
っ

と
相

談
し

た
い

で
す

勧
め

た
い

, 友
達

に
事

故
に

遭
わ

な
い

よ
う

に
こ

の
情

報
を

教
え

た
い

で
す

是
非

に
日

本
の

交
通

安
全

を
勉

強
し

た
い

で
す

。
日

本
か

ら
も

ら
っ

た
知

識
カ

ン
ボ

ジ
ア

で
実

際
に

使
い

た
い

で
す

11
/1

5/
12

21
4

上
級

上
級

午
前

, 午
後

で
も

参
加

で
き

ま
す

長
す

ぎ
る

, よ
く

わ
か

り
ま

す
、

意
見

交
換

の
時

間
も

あ
っ

た
の

で
新

し
い

知
識

を
も

ら
え

ま
す

価
値

あ
り

, こ
の

セ
ミ

ナ
ー

は
新

し
い

知
識

と
情

報
を

も
ら

え
ま

す
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

, 女
性

な
の

で
経

験
が

な
い

貴
重

な
時

間
を

割
い

て
き

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

11
/1

5/
13

22
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 時

間
は

短
い

け
ど

よ
く

わ
か

り
ま

す
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に

11
/1

5/
14

21
9

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

, ち
ょ

う
ど

よ
い

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

, も
う

少
し

知
り

た
い

11
/1

5/
15

22
5

基
本

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
, こ

の
セ

ミ
ナ

ー
は

交
通

ル
ー

ル
よ

く
わ

か
り

ま
す

是
非

に

11
/1

5/
16

25
5

上
級

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

, 私
に

と
っ

て
役

に
た

ち
ま

す
価

値
あ

り
, 交

通
事

故
が

減
ら

せ
ま

す
参

加
し

た
い

, も
っ

と
知

識
が

も
ら

え
る

勧
め

た
い

, ま
わ

り
の

人
も

私
と

同
じ

よ
う

に
知

識
を

も
ら

え
る

是
非

に
日

本
か

ら
い

ろ
い

ろ
な

経
験

を
も

ら
い

た
い

で
す

11
/1

5/
17

24
2

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
, 時

間
が

あ
れ

ば
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

5/
18

22
4

基
本

基
本

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

, 長
い

じ
か

ん
が

ほ
し

い
で

す
価

値
あ

り
, い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
教

わ
っ

て
い

い
と

思
い

ま
す

内
容

に
よ

る
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

5/
19

21
4

基
本

上
級

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
/1

5/
20

23
8

上
級

上
級

午
後

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
, I

 re
al

ly
 w

an
t 

to
jo

in
 n

ex
t 

ti
m

e
勧

め
た

い
是

非
に

It
 w

as
 a

 g
oo

d 
sk

ill
 a

nd
 a

 g
oo

d
ch

an
ce

 t
o 

st
ud

y
11

/1
5/

21
21

基
本

基
本

午
前

十
分

で
な

い
価

値
あ

り
, た

い
せ

つ
だ

と
お

も
い

ま
す

参
加

し
た

い
, こ

う
つ

う
ル

ー
ル

よ
く

わ
か

る
か

ら
勧

め
た

い
, 彼

ら
に

新
し

い
父

気
を

教
え

た
い

で
す

是
非

に
, 日

本
で

交
通

ル
ー

ル
が

き
び

し
い

で
す

か
ら

11
/1

5/
22

27
基

本
基

本
夜

価
値

あ
り

わ
か

ら
な

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
い

い
と

思
い

ま
す

。
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
よ

く
し

た
い

で
す

。
大

勢
の

人
に

さ
ん

か
し

て
ほ

し
い

で
す

11
/1

5/
23

23
0

基
本

夜
, 日

曜
日

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
私

に
と

っ
て

い
い

と
思

い
ま

す
。

い
ぜ

ん
と

し
て

交
通

ル
ー

ル
は

あ
ま

り
わ

か
り

ま
せ

ん
。

そ
し

て
い

い
チ

ャ
ン

ス
で

す

11
/1

5/
24

19
1

上
級

午
前

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
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付 録 C アンケート回答一覧

C.5 ワークショップ 2-3（11月18日）

参
加

者
年

齢
運

転
経

験
英

語
ス

キ
ル

日
本

語
ス

キ
ル

そ
の

他
の

外
国

語
参

加
し

や
す

い
時

間
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
の

長
さ

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

全
般

も
う

一
度

参
加

し
ま

す
か

友
達

に
勧

め
た

い
か

日
本

で
運

転
手

と
し

て
働

く
こ

と
そ

の
他

コ
メ

ン
ト

11
18

01
21

3
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
交

通
ル

ー
ル

と
交

通
事

故
に

つ
い

て
知

れ
て

良
か

っ
た

で
す

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
11

18
02

22
1

流
暢

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

,長
い

ほ
う

が
良

い
価

値
あ

り
, ち

ょ
う

ど
よ

い
,

も
し

次
が

あ
る

な
ら

私
は

し
た

い

参
加

し
た

い
,は

い
参

加
し

ま
す

勧
め

た
い

是
非

に

11
18

03
18

午
前

, 時
間

が
あ

っ
た

ら
参

加
す

る

十
分

で
な

い
, も

っ
と

時
間

が
あ

れ
ば

…
価

値
あ

り
, 一

人
ひ

と
り

に
価

値
あ

る
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
で

し
た

参
加

し
た

い
, ま

た
参

加
し

た
い

で
す

勧
め

た
い

, 参
加

さ
せ

た
い

で
す

是
非

に
日

本
の

こ
と

に
つ

い
て

知
れ

る
な

ら
参

加
し

た
い

で
す

11
18

04
18

上
級

午
前

, 午
後

十
分

で
な

い
ち

ょ
う

ど
よ

い
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

, 友
達

も
参

加
さ

せ
た

い
で

す
是

非
に

11
18

05
23

5
基

本
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
, 長

い
ほ

う
が

良
い

価
値

あ
り

, ち
ょ

う
ど

よ
い

,
も

し
次

が
あ

る
な

ら
私

は
し

た
い

 す
ご

く
基

本
的

な
こ

と
だ

っ
た

参
加

し
た

い
, 交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

知
り

ま
し

た
勧

め
た

い
是

非
に

11
18

06
25

8
基

本
基

本
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
, 難

し
い

, こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

を
し

て
く

れ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
, 友

達
に

も
参

加
し

て
ほ

し
い

も
う

少
し

知
り

た
い

11
18

07
22

5
基

本
基

本
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

, 勉
強

し
合

え
る

こ
と

は
良

い
こ

と
で

す
勧

め
た

い
, 友

達
も

参
加

さ
せ

ま
す

是
非

に
, わ

た
し

は
 た

く
さ

ん
 わ

か
り

ま
す

。
う

ん
て

ん
は

わ
か

り
ま

し
た

。
 も

し
機

会
が

あ
れ

ば
参

加
し

た
い

で
す

11
18

08
20

4
基

本
基

本
,

タ
イ

語
 基

本
午

前
長

す
ぎ

る
, 長

い
ほ

う
が

良
い

 長
い

け
ど

良
い

。
思

い
を

シ
ェ

ア
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

ら

価
値

あ
り

, や
さ

し
い

, 気
合

が
入

っ
て

よ
か

っ
た

参
加

し
た

い
, 友

達
と

も
シ

ェ
ア

し
た

い
友

達
も

参
加

さ
せ

た
い

、
気

合
が

入
る

か
ら

是
非

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

11
18

09
22

3
基

本
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

18
10

28
基

本
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
, 長

い
ほ

う
が

よ
くわ

か
る

価
値

あ
り

, こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

は
と

て
も

大
事

だ
と

思
い

ま
し

た
。

参
加

し
た

い
, こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
が

あ
れ

ば
ま

た
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

, 友
達

に
も

参
加

し
て

ほ
し

い
で

す
是

非
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

11
18

11
23

8
基

本
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
と

よ
み

せ
ん

せ
い

は
き

れ
い

な
ひ

と
で

す
ね

11
18

12
19

基
本

基
本

午
前

十
分

で
な

い
, 長

い
ほ

う
が

よ
く

わ
か

る
価

値
あ

り
, 交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

良
く知

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

参
加

し
た

い
, ま

た
参

加
し

た
い

で
す

勧
め

た
い

, 友
達

に
も

知
っ

て
ほ

し
い

是
非

に
, 日

本
の

こ
と

に
つ

い
て

も
知

り
た

い
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

11
18

13
25

4
基

本
基

本
フ

ラ
ン

ス
語

 基
本

午
前

十
分

で
な

い
, 学

校
の

授
業

も
あ

る
か

ら
価

値
あ

り
, 交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

勉
強

し
合

い
ま

し
た

わ
か

ら
な

い
, あ

ま
り

時
間

が
な

い
か

ら
勧

め
た

い
, 友

達
に

も
紹

介
し

た
い

。
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

よ
く

知
れ

た
か

ら

是
非

に
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

す
ご

く
わ

か
り

や
す

い
の

で
、

日
本

の
こ

と
も

良
く

知
り

た
い
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ワークショップ 2-3（11月 18日）（つづき）

11
18

14
18

6
上

級
上

級
べ

ん
き

ょ
う

す
る

と
き

あ
り

ま
せ

ん
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

, せ
つ

め
い

 と
も

だ
ち

 あ
ん

ぜ
ん

う
ん

て
ん

で
す

是
非

に
, わ

た
し

は
 た

く
さ

ん
 わ

か
り

ま
す

。
う

ん
て

ん
は

わ
か

り
ま

し
た

。

th
an

ks
 s

o 
m

uc
h 

ab
ou

t 
ex

pl
ai

n 
fo

r
dr

iv
in

g.
 I

 w
an

t 
to

 h
av

e 
a 

th
at

 t
im

e
ag

ai
n,

 t
ha

nk
 y

ou
.

11
18

15
26

基
本

午
前

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

，
 も

し
日

本
の

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
知

れ
ば

、
生

き
や

す
く

な
る

か
ら

参
加

し
た

い
, ま

た
あ

れ
ば

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
, 友

達
も

参
加

さ
せ

た
い

で
す

や
る

き
あ

り
ま

す
。

わ
た

し
は

に
ほ

ん
に

し
ご

と
を

し
た

い
で

す

11
18

16
22

4
上

級
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 交

通
に

つ
い

て
大

事
だ

と
思

い
ま

す
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

, も
っ

と
よ

く
知

り
た

い
勧

め
た

い
, 友

達
に

も
参

加
し

て
ほ

し
い

も
う

少
し

知
り

た
い

、
も

し
あ

ま
り

知
ら

な
け

れ
ば

事
故

に
遭

う
か

も
し

れ
な

い
か

ら

11
18

17
25

基
本

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

, 難
し

い
, 理

解
す

る
の

に
短

い
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

, 勉
強

し
合

い
た

い
で

す
是

非
に

日
本

で
の

経
験

を
し

な
く

て
は

い
け

な
い

か
ら

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

11
18

18
19

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

, 短
す

ぎ
る

と
わ

か
ら

な
い

価
値

あ
り

, 日
本

で
仕

事
を

す
る

た
め

に
 旅

行
し

や
す

い

内
容

に
よ

る
勧

め
た

い
、

こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

は
わ

か
り

や
す

か
っ

た
か

ら
で

す

是
非

に
、

日
本

で
働

く
と

き
運

転
さ

せ
ら

れ
る

か
ら

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

11
18

19
26

7
基

本
基

本
タ

イ
語

 上
級

午
前

長
す

ぎ
る

、
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

価
値

あ
り

、
交

通
事

故
に

つ
い

て
良

く
知

れ
ま

し
た

参
加

し
た

い
、

も
う

一
度

参
加

す
る

こ
と

で
も

っ
と

良
く知

る
こ

と
が

で
き

る
か

ら

勧
め

た
い

、
交

通
ル

ー
ル

と
事

故
に

つ
い

て
知

っ
て

ほ
し

い
か

ら

是
非

に
、

日
本

の
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

知
り

た
い

か
ら

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

11
18

20
20

基
本

宿
題

で
忙

し
い

午
前

、
勉

強
し

合
え

た
か

ら
十

分
で

な
い

、
宿

題
が

い
っ

ぱ
い

あ
る

か
ら

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
、

交
通

ル
ー

ル
を

勉
強

し
合

い
た

い
か

ら

勧
め

た
い

、
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

勉
強

し
合

っ
て

ほ
し

い
か

ら

わ
か

ら
な

い

11
18

21
20

8
勉

強
す

る
と

き
す

こ
し

あ
り

ま
す

午
前

勧
め

た
い

11
18

22
22

4
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
、

短
か

っ
た

で
す

が
、

意
味

の
あ

る
も

の
で

し
た

価
値

あ
り

, 交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
知

る
こ

と
が

で
き

た

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

11
18

23
25

6
基

本
基

本
午

前
, 朝

が
良

い
長

す
ぎ

る
, 長

い
ほ

う
が

良
い

価
値

あ
り

、
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

す
ご

く
大

事
だ

と
思

い
ま

し
た

参
加

し
た

い
, も

し
あ

る
な

ら
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

, 参
加

さ
せ

た
い

で
す

是
非

に
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

良
く

知
り

た
い

11
18

24
18

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
, 友

達
が

参
加

し
た

か
っ

た
ら

是
非

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

11
18

25
26

10
基

本
午

後
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
, 交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

良
く

知
れ

ま
し

た
参

加
し

た
い

, 時
間

が
あ

る
か

わ
か

り
ま

せ
ん

が
参

加
し

た
い

で
す

勧
め

た
い

, 友
達

も
参

加
さ

せ
た

い
で

す
是

非
に

11
18

26
23

5
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
内

容
に

よ
る

, 友
達

次
第

せ
ん

せ
い

と
み

ん
な

勧
め

た
い

, 交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
知

っ
て

ほ
し

い
か

ら
も

う
少

し
知

り
た

い

11
18

27
25

8
上

級
午

前
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
, ち

ょ
う

ど
よ

い
参

加
し

な
い

勧
め

な
い

も
う

少
し

知
り

た
い
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11
18

28
21

基
本

午
前

十
分

で
な

い
, 宿

題
が

多
い

か
ら

価
値

あ
り

, こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

は
良

い
で

す
参

加
し

た
い

, こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

は
良

い
で

す
勧

め
た

い
, こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

良
い

か
ら

で
す

是
非

に
ま

だ
交

通
ル

ー
ル

を
知

ら
な

い
人

に
教

え
た

い

11
18

29
18

2
流

暢
午

後
, 朝

は
い

そ
が

し
い

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
、

楽
し

か
っ

た
ら

参
加

す
る

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

, 日
本

の
こ

と
を

知
り

た
い

か
ら

で
す

11
18

30
19

7
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
, 長

い
ほ

う
が

わ
か

り
や

す
い

価
値

あ
り

, す
ご

く
価

値
が

あ
り

ま
す

内
容

に
よ

る
、

み
ん

な
参

加
し

て
く

だ
さ

い
勧

め
た

い
, 友

達
は

と
て

も
良

い
で

す
も

う
少

し
知

り
た

い
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

11
18

31
19

基
本

午
前

長
す

ぎ
る

, み
な

さ
ん

は
き

そ
く

を
ま

も
り

て
く

だ
さ

い
価

値
あ

り
, 難

し
い

, バ
イ

ク
を

の
り

ま
せ

ん
か

ら
よ

っ
ぱ

ら
い

ま
す

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

, わ
た

し
は

に
ほ

ん
に

し
ご

と
を

し
ま

す

11
18

32
21

基
本

基
本

午
前

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

, 交
通

ル
ー

ル
を

知
れ

ば
知

る
ほ

ど
良

い
と

思
い

ま
す

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

54



付 録 C アンケート回答一覧

C.6 ワークショップ 2-4（11月20日）

参
加

者
年

齢
運

転
経

験
英

語
ス

キ
ル

日
本

語
ス

キ
ル

そ
の

他
の

外
国

語
参

加
し

や
す

い
時

間
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
の

長
さ

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

全
般

も
う

一
度

参
加

し
ま

す
か

友
達

に
勧

め
た

い
か

日
本

で
運

転
手

と
し

て
働

く
こ

と
そ

の
他

コ
メ

ン
ト

11
20

01
24

10
基

本
基

本
中

国
語

を
勉

強
中

で
す

午
前

, 朝
の

ほ
う

が
時

間
が

あ
る

か
ら

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

、
ア

ド
バ

タ
イ

ズ
に

つ
い

て
知

れ
ま

し
た

参
加

し
た

い
, ま

た
や

っ
て

ほ
し

い
で

す
勧

め
た

い
, と

て
も

価
値

の
あ

る
も

の
だ

と
思

い
ま

し
た

も
う

少
し

知
り

た
い

, も
し

日
本

で
働

く
機

会
が

あ
る

な
ら

、
日

本
の

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
知

り
た

い
11

20
02

21
8

基
本

基
本

夜
長

す
ぎ

る
, ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
, 日

本
の

交
通

に
つ

い
て

良
く

知
れ

ま
し

た
内

容
に

よ
る

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

11
20

03
21

8
基

本
夜

, 夕
方

ひ
ま

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

, 若
い

人
た

ち
に

と
っ

て
良

い
と

思
う

参
加

し
た

い
, も

う
一

度
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

,  
友

達
に

教
え

る
た

め
に

知
り

た
い

11
20

04
24

6
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
カ

ン
ボ

ジ
ア

の
交

通
事

故
を

減
ら

す
た

め
に

カ
ン

ボ
ジ

ア
人

全
員

に
交

通
ル

ー
ル

や
交

通
事

故
の

こ
と

を
知

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

も
う

一
度

こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

を
行

っ
て

ほ
し

い
で

す

11
20

05
22

10
基

本
基

本
夜

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

す
ご

く
た

め
に

な
り

ま
し

た
11

20
06

20
16

基
本

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

, も
し

も
う

一
度

あ
る

な
ら

も
う

一
度

き
て

く
だ

さ
い

価
値

あ
り

、
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

大
事

だ
と

思
い

ま
す

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
, と

て
も

価
値

の
あ

る
も

の
だ

と
思

い
ま

し
た

こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

を
友

達
に

も
教

え
た

い

是
非

に

11
20

07
21

2
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

20
08

18
4

基
本

基
本

午
前

長
す

ぎ
る

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
わ

か
ら

な
い

11
20

09
20

7
基

本
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
, 長

い
け

ど
価

値
が

あ
る

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
わ

か
ら

な
い

11
20

10
22

8
基

本
基

本
夜

ち
ょ

う
ど

よ
い

, と
て

も
い

い
で

す
価

値
あ

り
, い

い
で

す
参

加
し

た
い

, は
い

 し
た

い
で

す
勧

め
た

い
, お

し
え

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
是

非
に

11
20

11
21

5
上

級
午

前
, い

つ
で

も
良

い
ち

ょ
う

ど
よ

い
, も

っ
と

よ
く

知
る

た
め

に
は

も
う

少
し

長
く

し
て

ほ
し

い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
, 家

族
と

友
達

を
参

加
さ

せ
た

い
是

非
に

, す
ご

く
行

き
た

い
で

す
。

な
ぜ

な
ら

日
本

の
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

知
り

た
い

か
ら

で
す
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C.7 ワークショップ 2-5（11月21日）

参
加

者
年

齢
運

転
経

験
英

語
ス

キ
ル

日
本

語
ス

キ
ル

そ
の

他
の

外
国

語
参

加
し

や
す

い
時

間
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
の

長
さ

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

全
般

も
う

一
度

参
加

し
ま

す
か

友
達

に
勧

め
た

い
か

日
本

で
運

転
手

と
し

て
働

く
こ

と
そ

の
他

コ
メ

ン
ト

11
22

01
17

2
午

前
, ち

ょ
う

ど
よ

い
時

間
設

定
で

す

私
は

交
通

安
全

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

大
事

な
こ

と
だ

と
お

も
い

ま
す

価
値

あ
り

, 交
通

安
全

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

大
事

で
す

参
加

し
た

い
、

な
ぜ

な
ら

私
は

こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

の
こ

と
を

も
っ

と
よ

く
知

り
た

い
か

ら
で

す

11
22

02
17

3
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
, 私

は
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
を

す
る

こ
と

は
す

ご
く

大
事

だ
と

思
い

ま
す

参
加

し
た

い
, も

う
一

度
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
を

行
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
な

ぜ
な

ら
も

う
一

度
す

る
こ

と
で

よ
く

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
ら

で
す

。

勧
め

た
い

、
私

は
交

通
安

全
に

つ
い

て
友

達
に

紹
介

し
た

い
で

す
も

う
少

し
知

り
た

い

11
22

03
19

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

で
す

ち
ょ

う
ど

よ
い

内
容

に
よ

る
, 次

回
の

ト
ピ

ッ
ク

に
よ

る
勧

め
た

い
, 私

の
友

達
に

も
お

し
え

た
い

で
す

是
非

に
, な

ぜ
な

ら
日

本
は

良
い

国
だ

か
ら

で
す

11
22

04
20

3
基

本
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
で

す
価

値
あ

り
, な

ぜ
交

通
事

故
が

起
き

る
の

か
内

容
に

よ
る

, 時
間

帯
と

ト
ピ

ッ
ク

に
よ

る
勧

め
た

い
, な

ぜ
な

ら
交

通
事

故
の

こ
と

を
是

非
に

, な
ぜ

な
ら

私
は

交
通

の
問

私
は

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
も

っ
と

良
く

知
り

た
い

と
思

い
ま

し
た

11
22

05
27

5
基

本
午

前
長

す
ぎ

る
価

値
あ

り
参

加
し

な
い

勧
め

た
い

11
22

06
24

3
基

本
基

本
午

前
十

分
で

な
い

, 私
は

短
い

と
思

い
ま

し
た

。
も

う
す

こ
し

勉
強

し
た

か
っ

た
で

す
。

価
値

あ
り

, 私
は

交
通

の
こ

と
と

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
良

く
知

れ
て

良
か

っ
た

で
す

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
, な

ぜ
な

ら
交

通
の

こ
と

に
つ

い
て

も
っ

と
良

く
知

り
た

い
か

ら
で

す
も

う
少

し
知

り
た

い

11
22

07
19

2
上

級
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
, 私

は
す

ご
く

大
事

だ
と

思
い

ま
し

た
。

な
ぜ

な
ら

以
前

よ
り

も
っ

と
交

通
の

こ
と

に
つ

い
て

知
れ

た
か

ら
で

す

参
加

し
た

い
、

わ
た

し
は

交
通

の
こ

と
を

良
く

知
る

た
め

に
も

う
一

度
参

加
し

た
い

と
思

い
ま

し
た

勧
め

た
い

、
私

は
yo

ut
hた

ち
に

こ
の

交
通

安
全

講
習

を
紹

介
し

た
い

と
思

い
ま

し
た

是
非

に

11
22

08
18

3
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 短

く
て

も
私

に
と

っ
て

は
意

味
の

あ
る

こ
と

だ
っ

た
と

思
い

ま
す

。
次

は
も

う
少

し
長

い
と

良
い

と
思

い
ま

し
た

。

価
値

あ
り

, 今
日

は
私

に
と

っ
て

す
ご

く
意

味
の

あ
る

日
に

な
り

ま
し

た
。

参
加

し
た

い
, 今

日
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

は
日

本
や

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

こ
と

を
す

ご
く

た
く

さ
ん

教
え

て
く

れ
ま

し
た

勧
め

た
い

, 私
は

先
生

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
に

友
達

を
参

加
さ

せ
た

い
で

す
是

非
に

, 将
来

私
は

日
本

に
行

っ
て

仕
事

を
し

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

11
22

09
20

5
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
, 私

は
日

本
で

の
運

転
の

こ
と

に
つ

い
て

も
う

少
し

話
を

聞
き

た
か

っ
た

で
す

11
22

10
24

7
上

級
上

級
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 日

本
の

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
良

く
知

れ
ま

し
た

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
, 交

通
事

故
に

つ
い

て
良

く
知

る
た

め
に

勧
め

た
い

, 事
故

を
起

こ
さ

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

友
達

に
も

教
え

た
い

是
非

に
、

な
ぜ

な
ら

私
は

日
本

で
事

故
に

あ
い

た
く

な
い

か
ら

で
す

短
い

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

で
し

た
が

、
日

本
と

カ
ン

ボ
ジ

ア
の

交
通

安
全

に
つ

い
て

良
く

知
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

11
22

11
19

1
基

本
基

本
午

後
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 短

く
も

長
く

も
な

く
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

, こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

は
わ

た
し

た
ち

に
と

っ
て

良
い

も
の

で
し

た

th
an

k 
yo

u 
fo

r 
co

m
in

g

11
22

12
25

4
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

22
13

18
1

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

, と
て

も
大

事
で

す
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
11

22
14

25
2

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

, も
し

よ
け

れ
ば

も
う

少
し

長
く

し
て

ほ
し

い
。

長
い

ほ
う

が
頭

に
残

る
価

値
あ

り
, 私

は
日

本
の

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
良

く
知

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
参

加
し

た
い

, な
ぜ

な
ら

私
た

ち
は

た
く

さ
ん

の
こ

と
を

知
れ

る
か

ら
で

す
勧

め
た

い
, 友

達
も

私
の

よ
う

に
理

解
し

て
ほ

し
い

で
す

も
う

少
し

知
り

た
い

, な
ぜ

な
ら

ま
だ

日
本

で
の

経
験

が
な

い
か

ら
11

22
15

18
2

基
本

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
す

ご
く

い
い

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

で
し

た
。

私
は

こ
の

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

を
応

援
し

ま
す

。
ぜ

ひ
ま

た
来

て
く

だ
さ

い
11

22
16

25
4

上
級

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

, も
う

少
し

長
く

し
て

ほ
し

か
っ

た
価

値
あ

り
, 交

通
の

こ
と

が
知

れ
て

よ
か

っ
た

で
す

参
加

し
た

い
, も

っ
と

良
く

知
る

た
め

に
も

う
一

度
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

11
22

17
17

5
基

本
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

是
非

に
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
は

交
通

ル
ー

ル
に

つ
い

て
良

く
知

れ
る

の
で

す
ご

く
良

い
と

思
い

ま
し

た
。

11
22

18
24

5
上

級
上

級
午

前
十

分
で

な
い

価
値

な
し

参
加

し
な

い
勧

め
な

い
日

本
の

こ
と

に
つ

い
て

知
り

た
い

で
す

11
22

19
25

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
も

う
少

し
知

り
た

い
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

気
を

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
と

て
も

良
い

と
思

い
ま

し
た

11
22

20
29

上
級

na
ti

ve
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

そ
う

は
思

わ
な

い
カ

ン
ボ

ジ
ア

で
交

通
事

故
が

多
い

の
で

、
生

徒
も

私
も

交
通

安
全

に
つ

い
て

今
一

度
考

え
る

と
手

良
い

機
会

に
な

り
ま

し
た

！
 私

も
も

っ
と

気
を

付
け

な
け

れ
ば

...
と

考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し

た
。

わ
か

り
や

す
く

て
た

の
し

い
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
を

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。

11
22

21
25

流
暢

長
す

ぎ
る

, よ
く

わ
か

り
ま

し
た

価
値

あ
り

, こ
う

つ
う

じ
こ

が
よ

く
わ

か
り

ま
し

た
参

加
し

た
い

, さ
ん

か
し

た
い

で
す

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た

11
22

22
22

5
上

級
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
, こ

う
つ

う
じ

こ
が

よ
く

わ
か

り
ま

し
た

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
 お

つ
か

れ
さ

ま
で

し
た

 わ
た

し
は

ち
ゃ

ん
と

こ
う

つ
う

あ
ん

ぜ
ん

を
し

ま
す

11
22

23
19

4
基

本
午

前
ち

ょ
う

ど
よ

い
, 時

間
に

限
り

が
あ

る
の

で
価

値
あ

り
, な

ぜ
な

ら
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

知
る

こ
と

が
で

き
た

か
ら

参
加

し
た

い
、

日
本

の
交

通
ル

ー
ル

に
つ

い
て

も
っ

と
良

く
知

り
た

い
か

ら
で

す
勧

め
た

い
, 友

達
に

も
こ

の
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
の

こ
と

を
知

っ
て

ほ
し

い
で

す
是

非
に

, 運
転

す
る

と
き

に
交

通
ル

ー
ル

を
知

っ
て

お
き

た
い

か
ら

分
か

り
や

す
い

説
明

で
と

て
も

勉
強

に
な

り
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
11

22
24

25
6

基
本

基
本

午
前

ち
ょ

う
ど

よ
い

価
値

あ
り

参
加

し
た

い
勧

め
た

い
是

非
に

11
24

25
28

13
基

本
午

後
ち

ょ
う

ど
よ

い
価

値
あ

り
参

加
し

な
い

勧
め

な
い

も
う

少
し

知
り

た
い

, そ
う

は
思

わ
な

い
11

22
26

24
6

基
本

や
さ

し
い

勧
め

た
い

も
う

少
し

知
り

た
い

11
22

27
20

8
上

級
上

級
い

つ
で

も
可

十
分

で
な

い
参

加
し

た
い

勧
め

た
い

も
し

あ
れ

ば
参

加
し

た
い
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付 録 D 参加者リストの例

D. 参加者リストの例

ワークショップ・シリーズ 2においては受講証ステッカー発行のために参加者

の署名を記録として残した
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付 録 E 本ワークショップの記事

E. 本ワークショップの記事

カンボジアでの講習について報道する業界紙「物流ニッポン」2017年 9月 18日

付けの紙面
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付 録 F 東京新聞連載記事 「トラック野郎は今」

F. 東京新聞連載記事 「トラック野郎は今」

【2017年 10月 30日付け記事】
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付 録 F 東京新聞連載記事 「トラック野郎は今」

【2017年 11月 6日付け記事】

60



付 録 F 東京新聞連載記事 「トラック野郎は今」

【2017年 11月 20日付け記事】
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